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平成２３年１０月４日 

 
京 成電 鉄株 式会 社 

北 総鉄 道株 式会 社 

新 京 成 電 鉄 株 式 会 社 

東 武鉄 道株 式会 社 

 京成・北総・新京成・東武 鉄道４社合同ウォークイベント 

歴史の面影と水辺の自然を訪ねる 
「秋の印旛沼と歴史ウォーク」を開催します 

 

平成２３年１１月５日（土）開催 
 京成電鉄・北総鉄道・新京成電鉄・東武鉄道では、平成２３年１１月５日（土）に４社合同の 

ウォークイベント、歴史の面影と水辺の自然を訪ねる「秋の印旛沼と歴史ウォーク」を開催します。 

 本イベントは、千葉県東葛地域を走る鉄道会社各社の沿線の魅力を紹介することを目的に実施する

もので、今回で通算６度目の開催となります。 

 今回は、北総線「印旛日本医大駅」をスタートして、国立歴史民俗博物館（最寄り駅：京成線 

「京成佐倉駅」）をゴールとする、全長約１４キロのコースです。 

 コース途中には、当地（印西市瀬戸）でナウマン象の化石が発見されたことを記念して造られた 

親子のナウマン象のモニュメントがある「双子公園」、シドニーオリンピック女子マラソン金メダリ

ストの高橋尚子選手が日々トレーニングをしていた「岩名運動公園」、室町時代初期に建立されたと 

云われる「岩名仁王尊」を祀る「玉泉寺」など、多くの見所があります。 

 さらにゴールの国立歴史民俗博物館から、お帰りの京成佐倉駅へと向かう沿道には、佐倉城鎮守の

麻賀多神社や成田街道沿いの古い商家など、城下町・佐倉を色濃く残す街並みが続きます。 

募集人数には制限はございませんので、どなた様もお気軽にご参加ください。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴール受付場所となる国立歴史民俗博物館 
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歴史の面影と水辺の自然を訪ねる「秋の印旛沼と歴史ウォーク」の概要 

 

１．開 催 日   平成２３年１１月５日（土）（雨天決行、荒天中止） 

 

２．集 合 場 所   北総線「印旛日本医大駅」 

・スタート場所は集合場所と同じ（受付時間 ９：３０～１１：００） 

 

３．ゴ ー ル   国立歴史民俗博物館      （受付時間１１：００～１５：００） 

・最寄り駅：京成線「京成佐倉駅」 

           

４．コース全長   約１４キロ 

 

５．所 要 時 間   約３時間 

 

６．コース概要   北総線「印旛日本医大駅」→ふれあいセンターいんば→双子公園→ 

岩名運動公園→岩名仁王尊→玉泉寺→岩名麻賀多神社→国立歴史民俗博物館

（ゴール受付）→京成線「京成佐倉駅」 

※ゴール受付場所である国立歴史民俗博物館から足をのばせば、佐倉城鎮守の

麻賀多神社や成田街道沿いの古い商家など、城下町・佐倉を色濃く残す街並

みを見ることができます。 

 

７．参 加 方 法   各駅で配布する参加申込書（募集チラシ）に必要事項をご記入の上、開催当日、

受付場所へ直接ご持参ください。（事前申し込みの必要はありません。） 

 

８．参 加 特 典   ①完歩者先着３，０００名様に記念品を差し上げます。 

②国立歴史民俗博物館に特別割引で入場可能です。 

（通常） （割引後） 

一 般  ４２０円→３５０円 

大学生  ２５０円→２００円 

           （高校生以下は無料で入場可能です。） 

 

９．主 催   京成電鉄株式会社 

          北総鉄道株式会社 

新京成電鉄株式会社 

          東武鉄道株式会社 

 

10．協   力   北総線沿線地域活性化協議会 

          国立歴史民俗博物館 

           

11．お 問 合 せ   京 成 電 鉄  京成上野案内所  ０３－３８３１－０１３１ 

北 総 鉄 道  運 輸 部   ０４７－４４５－７１６１ 

          新京成電鉄  お客様ご案内番号  ０４７－３８９－１２４９ 

          東 武 鉄 道  東武鉄道お客さまセンター  ０３－５９６２－０１０２ 

 

 

以 上 



京成電鉄／北総鉄道／新京成電鉄／東武鉄道 第6回 4社合同ウォーク

主催：京成電鉄／北総鉄道／新京成電鉄／東武鉄道
協力：北総線沿線地域活性化協議会／国立歴史民俗博物館

参加当日は、裏面の参加申込書にご記入の上、このチラシをご持参ください。

期　日 平成23年11月5日(土)
北総線 印旛日本医大駅

自由参加（当日受付） 

国立歴史民俗博物館（最寄駅 京成線 佐倉駅）

11:00～15:00 ※交通費、昼食費、各施設入館料などは
　各自でご負担ください。

※完歩者には先着3,000名様に記念品を差し上げます。

雨天決行・荒天中止

14km約

距 離

3時間約

所要時間

参加費
無料

歴 史 の 面 影 と 水 辺 の 自 然 を 訪 ね る

ゴール時間ゴール時間

参加方法参加方法

ゴール地点ゴール地点

9:30～11:00受付時間受付時間

集合場所集合場所

京成電鉄株式会社 上野案内所

☎03（3831）0131お問い合わせ先
新京成電鉄株式会社

☎047（389）1249
東武鉄道株式会社 お客さまセンター

☎03（5962）0102
北総鉄道株式会社 運輸部

☎047（445）7161

主催：京成電鉄／北総鉄道／新京成電鉄／東武鉄道
協力：北総線沿線地域活性化協議会／国立歴史民俗博物館

参加当日は、裏面の参加申込書にご記入の上、このチラシをご持参ください。

期　日期　日

北総線 印旛日本医大駅北総線 印旛日本医大駅

自由参加（当日受付） 

国立歴史民俗博物館（最寄駅 京成線 佐倉駅）

11:00～15:00 ※交通費、昼食費、各施設入館料などは
　各自でご負担ください。

※完歩者には先着3,000名様に記念品を差し上げます。

雨雨天天決行・荒天中止

km約

距 離

時間約

所要時間

ゴールゴール時間時間

参加方法参加方法

ゴール地点ゴール地点

9:30～11:00受付時間受付時間

集合場所集合場所

京成電鉄株式会社 上野案内所

☎03（3831）0131お問い合わせ先
新京成電鉄株式会社

☎047（389）1249
東武鉄道株式会社 お客さまセンター

☎03（5962）0102
北総鉄道株式会社 運輸部

☎047（445）7161



印旛沼

鹿島川

印旛日本医大駅
スタート！！

京成佐倉駅
ゴール！！

印旛
中学校

コンビニ

日本医大
千葉北総病院

北総線松虫姫
公園

ふれあいセンターいんば

WC

一本松公民館

双子橋

双子公園

岩名運動公園

岩名麻賀多神社

ゴール受付

岩名仁王尊

玉泉寺

WC

歩道から車道に出る
注意！！

土手の上を歩かないでください

トンネルくぐる

階段のぼる

WC

隆祥寺

京成線

佐倉中学校

佐倉市役所

佐倉東高校

佐倉城址
公園

WC

WC
WC

おまけコース
武家屋敷を
眺める

最短コース

佐倉市武家屋敷
※有料（210円）

映画ロケ地

歴史の面影と水辺の自然を訪ねる

秋の印旛沼と歴史ウォーク
北総線「印旛日本医大駅」から、印旛沼のほとりを歩いて、佐倉城址公園へと向かい、京成線「京成
佐倉駅」まで歩く約14kmのコースです。
北総台地は平坦な地形が多く、空気が澄み渡る秋は、いつにも増して壮観な風景が一望できます。
特に、ナウマン像の化石が発掘されたことで知られる双子公園の小高い丘から眺める景色は必見。
岩名運動公園は、オリンピックの女子マラソンで金メダルを獲得した高橋尚子選手が、練習を重ね
た場所。その先にある玉泉寺の岩名仁王尊は、室町時代初期の作と伝えられています。ゴール受付
の国立歴史民俗博物館は、日本の歴史学・考古学・民俗資料を蒐集・展示しています。
さらに、足をのばせば城下町佐倉の面影をいまに残す武家屋敷通りがあり、当時の武士の生活様式
を垣間見ることができます。

ウォーキングコース
印旛日本医大駅

ふれあいセンターいんば

双子公園

岩名運動公園

岩名仁王尊

玉泉寺

岩名麻賀多神社

国立歴史民俗博物館（ゴール受付）

ウォーキング参加特典
このチラシの提示で国立歴史民俗博物館
の入館料が割引になります。

●ご注意
●スタート地点の混雑緩和の為、コース説明を行ったあと順次
スタートとなります。
●コース上、交通量が多い場所や道幅の狭い場所は車に注意し
て、歩道や信号機のある横断歩道を一列に歩いてください。
●現地までの交通費、昼食費、各施設入館料などは各自でご負
担ください。
●ケガ、事故等については責任を負いかねます。
●ゴミは持ち帰って処分してください。

ちょっと足をのばせば佐倉市武家屋敷オススメ

切り取り線

※なお、この参加申込書は、当ウォーク以外の目的で使用はいたしません。

参加申込書 ご記入の上、当日の受付時にご提出下さい。

お名前 ご自宅
最寄駅

年　齢
性　別

歳
男 ・ 女

双子橋

WC

歩道か

トンネルくぐる

ふれあいセンターいんば
北総線
佐倉駅
北総台
特に、
岩名運
た場所
の国立
さらに
を垣間

印旛沼印旛沼

双子公園のナウマン象の像双子公園のナウマン象の像

岩名

ゴール受付
WC

国立歴史民俗博物館（有料）

岩名運動公園岩名運動公園

スタート

京成佐倉駅ゴール

ここが、藤沢周平原作の映画
「小川の辺（おがわのほとり）」
（2011年7月公開）のロケ地と
して使われました。




